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　東日本大震災による津波被害を教訓として、津波発生時

の避難経路を案内する津波避難誘導サイン（看板）を設置

しました。

　設置した場所は広野駅東側を中心に、避難場所として指

定している築地ヶ丘公園までの避難経路上です。「命を守る」

取組みの一つとして整備したもので、開発が進む広野駅東

側の住民や利用者の安全と安心につながるよう、津波避難

訓練などの実施を合わせて効果的に運用していきます。

　３月29日、広野駅東口広場の完成式を実施しました。広

野駅東口広場は、昨年６月から工事を開始し、３月16日に

完成しました。

　完成式では、遠藤町長が「復興のシンボルである広野駅

東口の玄関が完成し、当地区の活性化が期待されます。今

後も未来に向けた新しい町づくりに向けて全力で取り組み

ます。」と挨拶しました。

　広野駅東口広場は、整備面積5,685平方メートルで、20

台分の一般駐車場や乗降場、駐輪場などが整備されていま

す。

津波避難誘導サインを設置 広野駅東口広場完成式を実施

↑設置された津波避難誘導サイン ↑完成式でのテープカットの様子

　４月17日、広野町保健センターで第１回広野町健康づく

り計画策定委員会が開催され、委員14人に委嘱状を交付し

ました。広野町健康づくり計画策定委員会は「第二次広野

町健康づくり計画」策定のために設置されたものです。

　遠藤町長は挨拶で、「第二次広野町健康づくり計画に盛

り込む具体的な各種の施策、事業などに関する目標設定な

どについて、委員の皆さんの積極的なご意見を賜りますよ

うお願いします。」と述べました。

第１回広野町健康づくり
計画策定委員会の開催

↑委員会で挨拶する遠藤町長

　４月13日、広野火力発電所構内で石炭ガス複合発電所

（ＩＧＣＣ）の起工式が実施されました。広野町に建設され

るＩＧＣＣ設備は従来の火力発電所より高効率で、有害物

質の排出を抑えられる世界最新鋭の技術を用いています。

　起工式には遠藤町長や黒田議会議長らが出席し、遠藤町

長は、「広野町で事業展開することは、地域の発展と雇用

創出、経済的効果が図られ、復興に大きく寄与されるもの

と期待しています。」と祝辞を述べました。

石炭ガス複合発電所（ＩＧＣＣ）
起工式を実施

↑祝辞を述べる遠藤町長

　４月20日、内堀雅雄福島県知事が広野町を訪れ、早稲田大学
や東日本国際大、福島高専が研究活動拠点を置く二ツ沼総合公
園パークギャラリーや広桜荘、広野町役場などを視察しました。
二ツ沼総合公園パークギャラリーでは、早大環境総合研究セン
ターの永井祐二准教授からふたば未来学園高の生徒らと復興の
課題に挑戦している活動について説明を受けました。広桜荘で
は、活動状況の説明を受けた後、職員や利用者に激励をしました。
　最後に広野町役場を訪れ、遠藤町長と懇談した後、役場職員
に対し「一気に課題が解決するようなミラクルはありません。一
つひとつの課題を解決していきましょう。」と激励の言葉を述べ
ました。

内堀雅雄福島県知事が来町

↑内堀知事に町の状況を説明する遠藤町長

　４月16日、遠藤町長は東京の衆議院議員会館を訪れ、吉

野正芳復興大臣と面談しました。遠藤町長は、町の復興状

況を説明するとともに、対応していただいた吉野復興大臣

に対し、「復興・創生期間の後半に向けた財源確保と、福

島県および関係市町村との連携をより強化し、力強いご支

援をお願いします。」と話しました。

　吉野復興大臣は、「広野町の状況は十分承知している。

広野町の元気な姿が双葉地方全体の復興に結びつくもので

あり、しっかりと対応したい。」と話しました。

吉野正芳復興大臣と面談

↑吉野復興大臣と面談する遠藤町長

　４月９日、広野町役場で広野タクシー（有）と高齢者運

転免許証自主返納者支援事業にかかる協定締結式を行いま

した。同事業は、高齢者の交通事故が多発している現状を

踏まえ、高齢者が自主的に運転免許証を返納することを促

進し、高齢者による交通事故の減少を図るとともに、自主

返納後も安心・安全に生活できるようタクシー利用券を助

成するという事業です。

高齢者運転免許証自主返納者
支援事業にかかる協定締結

↑協定締結の様子

　４月18日、町道中央台～山ノ神線の開通式が行われまし

た。浅倉橋付近で安全祈願祭と開通式を行い、地元住民や

町職員ら約60人が参加し、町の発展と復興に寄与する生活

道路の開通を祝いました。

　遠藤町長は「町内の幹線道路ネットワークが新たに形成

され、生活の利便性が高まるとともに産業の振興、地域コ

ミュニティの再生、ふるさと復興に寄与するものでありま

す。」と挨拶をし、関係者らとテープカットしました。

　開通式の最後には、鈴木誠義様ご家族、一家三代夫婦に

よる浅倉橋の渡り初めを行いました。

町道中央台～山ノ神線開通式・
浅倉橋渡り初めを実施

↑渡り初めを行う鈴木家三代夫婦


